


1   計画策定の計画策定の趣旨趣旨
本市では、市民の消費生活の安定と向上を確保するため、本市及び事業者の責務並びに消費者等の役割を明
らかにするとともに、消費者の利益の擁護や増進に関する本市の施策についての必要事項を定めた「広島市消
費生活条例」に基づき、消費者行政を取り巻く社会の変化に適応するため、「第3次広島市消費生活基本計画」
を策定し、消費者施策の総合的かつ計画的な推進を図ります。

2  計画の 計画の位置付け位置付け
・広島市消費生活条例第7条の2第1項の規定に基づく基本計画
・第6次広島市基本計画の部門計画
・消費者教育の推進に関する法律第10条第2項の規定に基づく市町村消費者教育推進計画

3   計画計画期間期間
令和5年度（2023年度）から令和9年度（2027年度）までの5年間とします。

4   計画の計画の体系図体系図
基本目標 基本方針 施策目標 基本施策
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消費生活の　 
安全・安心の 
確保　　　　

１　危害・危険の防止 ⑴ 商品・サービスの安全性の確保
⑵ 消費者事故の発生・拡大の防止

２ �適正な取引環境の�
確保

⑴ 表示・規格・計量等の適正化
⑵ 生活関連物資の安定供給

３ �事業者に対する指導 ⑴ 国・県と連携した事業者指導
⑵ �広島市消費生活条例に基づく不当

取引行為への対応

４ �安全・安心な地域�
づくりの推進

⑴ �地域連携による安全・安心な環境
づくりの推進

⑵ ぜい弱な消費者の権利擁護の推進

消費者の　 
被害の救済

１ �相談体制の充実 ⑴ 相談機能の強化
⑵ 相談対応力の向上
⑶ 消費者紛争・訴訟への支援
⑷ 広島市消費生活センターの周知

２ �関係機関との連携 ⑴ 行政機関との連携
⑵ 相談機関等との連携

３ �消費者意見の反映 ⑴ 消費者施策への消費者意見の反映

消費者教育の 
推進　　　　

１ �ライフステージに�
応じた消費者教育の
推進

⑴ 学校における消費者教育の推進
⑵ �地域・家庭・職場における消費者

教育の推進

２ �消費者教育推進の�
ための人材の育成

⑴ 学校における人材の育成
⑵ 地域における人材の育成

持続可能な　　 
社会の形成に　 
向けた消費行動 
の推進　　　　

１ �エシカル消費の推進 ⑴ エシカル消費の普及啓発

２ �持続可能な社会の�
形成に向けた事業�
活動の推進

⑴ 消費者志向経営の推進
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１　危害・危険の防止
⑴	 商品・サービスの安全性の確保
消費生活に欠かせない商品やサービスの安全性を確保するよう、関係法令等に基づき、関係施設等

への立入検査や監視・指導等を実施するとともに、安全性についての正しい知識の普及を目的とした
講習会等や情報提供、必要に応じて安全性の確保に関する補助制度による支援を実施します。

⑵	 消費者事故の発生・拡大の防止
生命・身体にかかわる消費者事故の発生・拡大を防ぐよう、他機関と連携した商品テストを実施す

るとともに、重大事故が発生した場合は、迅速に、関係法令に基づく消費者庁への報告、消費者への
情報提供などを行います。

２　適正な取引環境の確保
⑴	 表示・規格・計量等の適正化
商品やサービスを選択する基準である表示等の適正化を図るよう、関係法令等に基づき、関係施設

等への立入検査や監視・指導等を実施するとともに、計量についての正しい知識の普及を目的とした
啓発事業を実施します。

⑵	 生活関連物資の安定供給
生活関連物資が安定的に適正な価格で供給されるよう、価格動向等を調査し、公表するとともに、

中央卸売市場における生鮮食品等の取引の適正化等に努めます。

３　事業者に対する指導
⑴	 国・県と連携した事業者指導
悪質な消費者被害を防止するよう、国や県と情報交換を行い、行政処分の可能性がある場合には、

県等の関係機関と連携し、適切に対応します。

⑵　広島市消費生活条例に基づく不当取引行為への対応
不当な取引行為が懸念される事案が生じた場合には、事業活動の是正を図るよう、事業者への状況

聴取等を行い、是正が図れないような悪質な場合には、条例に基づく指導等を行います。

４　安全・安心な地域づくりの推進
⑴	 地域連携による安全・安心な環境づくりの推進
自ら消費者被害を予防することが困難なぜい弱な消費者が、地域で安心して暮らせるよう、消費者

被害の防止等につながる講座やパンフレットの配布等による情報提供を行います。また、地域団体等
と連携した見守り体制を活用するとともに、地域での消費者被害の防止等の担い手となる消費生活サ
ポーターや消費生活協力団体の拡充を図ります。

⑵　ぜい弱な消費者の権利擁護の推進
判断能力が不十分または意思や権利を主張することが困難な高齢者や障害者等の権利を擁護するよ

う、財産侵害から保護する制度等を周知し、その利用促進を図ります。

拡充

5   計画推進のための計画推進のための施策施策

1基本方針基本方針 消費生活の安全・安心の確保



１　相談体制の充実
⑴	 相談機能の強化
消費者が消費生活相談をしやすい環境を整備するよう、電子メールでの相談受付やオンライン相談

等、多様な相談機会を提供するとともに、国が検討している消費生活相談のデジタルトランスフォー
メーション（ＤＸ）についても、動向等を踏まえながら、迅速に対応します。

⑵	 相談対応力の向上
消費生活相談員が、複雑化・多様化する相談内容に対応できるよう、研修等により、業務に関する

専門知識の習得や相談対応時のコミュニケーション能力等の向上を図るとともに、全国消費生活情報
ネットワークに集積している消費者被害に関する情報を活用し、消費者被害の拡大防止を図ります。
また、霊感商法や訪問販売により不当な勧誘があった場合等には、弁護士等と連携し、相談の解決に
向けた的確な助言を行います。

⑶	 消費者紛争・訴訟への支援
法律の専門家の見識を必要とするなど、消費生活相談による苦情処理では解決が困難な相談につい

ては、条例に基づき、弁護士等で組織された消費生活紛争調停委員会における調停等により、解決を
図ります。

⑷	 広島市消費生活センターの周知
消費生活に関わるトラブルや悩みについては、消費生活センターがその解決に向けた助言等を行う

機関であることを周知し、相談に導くよう、消費生活センターの業務内容や消費者被害に関する情報
等を様々な広報媒体を活用し情報提供を行うとともに、消費者団体等と連携した啓発活動の拡充を図
ります。

２　関係機関との連携
⑴	 行政機関との連携
消費者トラブルが潜在化しないよう、より適切な相談窓口への紹介や情報交換など、市関係相談窓

口や他の行政機関との相互の連携を図ります。また、架空請求やインターネット販売での詐欺行為等、
犯罪につながる可能性がある相談の場合には、県警と連携して対応します。

⑵	 相談機関等との連携
複雑化・多様化する消費者トラブルに対応できるよう、弁護士会等による相談会の実施や業界団体

等との情報交換など、相談機関等との相互の連携を図ります。また、多重債務や専門的な法律知識を
要する相談があった場合には、弁護士会などの相談機関等と連携して対応します。

３　消費者意見の反映
⑴	 消費者施策への消費者意見の反映
消費者施策を市民の消費生活の安定と向上に効果的につなげるよう、消費者が消費者施策に参画し、

その意見を述べる機会を設け、消費者意見を消費者施策に適切に反映させるとともに、必要に応じて
条例に基づく措置を講じます。
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2基本方針基本方針 消費者の被害の救済



１　ライフステージに応じた消費者教育の推進
⑴	 学校における消費者教育の推進
自立した消費者として行動することができる力を育成するよう、学習指導要領に基づく消費者教

育教材の作成やＳＮＳを活用した情報提供等を行うとともに、消費者教育コーディネーターによる
学校訪問や出前講座など、教育委員会と連携した消費者教育の拡充を図ります。

⑵	 地域・家庭・職場における消費者教育の推進
生涯を通じて切れ目なく消費者教育を受けられるよう、消費者教育教材等による情報提供や、出

前講座や親子で学ぶ学習会など、年齢層に応じた啓発活動を行うとともに、自立した消費者の育成
につながる取組を進めている事業者等を顕彰し、取組意欲の向上を図ります。

２　消費者教育推進のための人材の育成
⑴	 学校における人材の育成
学校での消費者教育において推進役となる教員の指導力が向上するよう、教員への消費者教育研

修や講座を実施するとともに、消費者教育コーディネーターによる実践指導や授業をサポートでき
る人材の紹介等、教員への支援を行います。

⑵	 地域における人材の育成
地域での消費者教育の担い手として期待される消費者団体や高齢者の見守り活動を実施する団体

等の活動がより活発になるよう、消費者被害の防止に関する講座や情報提供等を行うとともに、消
費者団体への教育活動に対する支援等を行います。

拡充

１　エシカル消費の推進
⑴	 エシカル消費の普及啓発
一人一人の消費行動が、人や社会、環境に重大な影響を及ぼすことに配慮して、消費者が自主的

かつ合理的な消費行動を行うことができるよう、エシカル消費に関する意識を高めるための情報提
供や地域で活動している団体等と連携した啓発活動等を実施するとともに、エシカル消費に関連す
る商品を扱う店舗や市の啓発活動等を紹介するエシカルマップを作成し、エシカル消費の普及啓発
活動の拡充を図ります。　

２　持続可能な社会の形成に向けた事業活動の推進
⑴	 消費者志向経営の推進
事業者が、消費者全体の視点に立った事業活動を行うよう、消費者志向経営に関する情報提供を

行うとともに、消費者志向経営に取り組んでいる事業者を顕彰し、取組意欲の向上を図ります。
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消費者教育の推進

持続可能な社会の形成に向けた消費行動の推進
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